
今尾ゼミ紹介 
 

○はじめに 

こんにちは。今尾ゼミ 23 期ゼミ長の野村です。法学部では、大学 3 年生になると、ゼミが始ま

ります。大学２年生の秋学期に自分がどのゼミに所属するのか選ぶことになります。たくさんのゼ

ミが開講されていることもあり、どのようなゼミが自分に合っているのか分からず迷っている方も多

いかと思います。ここでは今尾先生の人柄や普段のゼミの活動を中心に伝えようと思いますので、

よりよいゼミ選び、よりよいゼミ生活を送るための参考にしていただければと思います。 

 

 

○今尾先生の人柄 

 今尾先生は勉強に関してはとても厳しいですが、普段は優しく、生徒思いでフレンドリーな先生

です。ゼミの進路の相談にも真剣にのって下さいます。普段のゼミでは、ゼミ生があまり予習でき

ていないと、分かるまで先に進まないというように、妥協はしないで真摯に教えて下さいます。教

え方も具体例を挙げながらとても分かりやすく説明して下さいます。 

 

 

○23期ゼミ 

２３期今尾ゼミは、大学３年生１９名

（男子 1１名、女子８名） で活動してい

ます。学科の内訳は法律学科が９人、

消費情報環境法学科が８人、政治学科

が 1 人、グローバル法学科が 1 人とな

っています。法学部のどの学科でもゼ

ミの勉強についていけなくなるというこ

とはありません。先生が理解できるま

で教えて下さることはもちろん、ゼミの

前の勉強会などで、学生同士がお互い

助け合って活動できていると思いま

す。 

 



○普段のゼミ 

今尾ゼミでは民法判例百選掲載の総則、物権、債権の判例研究をします。ただ、判例百選を見

るのではなく、第一審・第二審まで記載のある民事判例集や著名な学者が書いた評釈を用いて

各回のゼミで一つの判例を深く学んでいます。新型コロナウイルスの影響で、春学期はオンライ

ンの teams での活動となっておりましたが、秋学期からは対面授業が再開されたため、実際にゼ

ミ生・先生が向かい合って議論ができています。 

・予習 

 

今尾ゼミでは、ゼミを 5 つの班に分け、それぞれの班が次のゼミで議論する判例について予習を

しています。まず、資料収集から始まり、teams 等を利用して、互いに教え、助け合いながら判例

メモを作成します。 

 

下の画像は、ある班の実際の判例メモです。 

 

・ゼミ当日 

 

各班予習してきたことを基に、判例メモを作成した報告班が発表します。その後、全員の討論によ

って各判例について深く考察をします。 

このような普段のゼミでの活動を通し、法律の知識だけではなく、意見を伝える力など今後の

生活に役立つ力がつきます。 



○法律討論会 

私たち 23 期も先輩方と同じく、ゼミでの勉強だけではなく、飲み会、ゼミ合宿など楽しそうなイ

ベントがたくさんあったことから今尾ゼミに入ることに決めた人が多かったのではないかと思いま

す。しかし、今年は新型コロナウイルスの影

響もあり、これらの開催は難しい状況にあり

ました。 

そんな中、10 月 28 日、オンラインで開

催された法律討論会には、今尾ゼミから 2

チームが出場し、見事、第一席と第二席に

入賞できました。議題は新型コロナウイル

スの制度についてです。法律討論会を通し

て、ゼミ生と活発に議論することで親睦が

より深められたと思います。 

    法律討論会当日の様子（1班） 

白熱した議論が展開されていました。 

 

    第二席に入賞した 2班 

 憲法改正というユニークな主張で討

論を盛り上げていました。 

 

 

 

 

 

第一席に入賞した３班      

 みんなの知恵を終結して戦い抜き

ました。写真の一番右に写っていらっ

しゃるのが今尾先生です。 


